
やっぱりフィールドは楽しい！

森と海のバードウォッチング
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今年も、希望者を募って
バードウォッチングを行っ
た。毎年お世話になってい
るNPO法人バードリサー
チのモリヤさんとヌカさん
に案内していただき、１日
目に明治神宮で森に住む鳥
を、２日目には葛西臨海公
園で海浜性の鳥を観察した。
私は鳥観察はど素人なので、
明治神宮の森の中では全然
鳥の姿を見つけられないが、
モリヤさんたちは、「コゲ
ラが鳴いてますねぇ」とか
「あ、あれはエナガの鳴き
声だ」とか、姿が見えない
鳥の種類も鳴き声でどんど
ん識別していく…すごすぎ
る！
結局、明治神宮ではカワ

セミやヤマガラなど19種
を確認でき、葛西臨海公園
ではユリカモメやホウロク
シギ、ミヤコドリなど45
種を観察できた。３月は冬
鳥が北へ移動してしまって
いて、かつ夏鳥はまだ来て
いない、というバード
ウォッチングには微妙な時
期らしいが、環境の違う２
つの場所で色んな鳥を見つ
ける（見つけてもらう）こ
とができて実に楽しかった。
やっぱりフィールドは良い
なぁ。

明治神宮のカワセミ ちょうど見やすい位置に止まってく
れた。青色の羽が美しい。

ウミネコとユリカモメ
大きくて灰色の方がウミ
ネコ。

葛西臨海公園のノスリ 猛禽類のノスリがすぐ近くに止まって
くれた！池の生き物を狙っているのかな。

明治神宮の
鳥観察（3月20日）

葛西臨海公園
の鳥観察（3月22日）

メジロ

ヤマガラシロハラ

ミヤコドリ 日本の古典文学に
登場する「都鳥」はユリカモメ
のことらしい。ややこしい…。

ホウロクシギ 細長いくちば
しが面白い

ヌカさんの解説

明治神宮の森 見上げす
ぎて首が痛くなった…

砂浜の鳥観察 望遠鏡で
遠ーくの鳥を観察する

卒業生のヒナタ、リン、リュウセ
イも駆けつけてくれてとても嬉し
かった。生き物好きがフィールド
で集まると実に楽しいのだ。


